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第84号　令和５年３月20日

世帯数と人口（市民課調べ）
令和５年３月１日

区 世帯数 男 女 計
古　町 147 183 205 388
宮　前 86 109 99 208
大　出 224 266 292 558
上　田 113 124 126 250
勝　弦 205 224 198 422
計 775 906 920 1,826

第84号

　
退
任
す
る
分

館
長
の
言
葉
が
、

今
で
も
心
に
響

い
て
離
れ
な

い
！
「
自
分
が
動
か
な
か
っ
た
ら
活

動
が
進
ま
な
か
っ
た
」「
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
だ
け
で
は
、
人
は
集
ま
ら

な
か
っ
た
」
自
ら
が
直
接
声
を
か
け
、

心
を
動
か
し
て
も
ら
う
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
企
画
に
心
が
け
た
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

　
公
民
館
は
ま
さ
し
く
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
仲

間
と
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
く
活
動

で
あ
り
た
い
。
楽
し
み
な
が
ら
集
う

場
が
公
民
館
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

戸
惑
い
、
時
に
は
立
ち
止
ま
り
な
が

ら
、
一
歩
進
む
努
力
を
忘
れ
な
い
で

行
こ
う
と
思
う
。
別
れ
際
に
、「
や
る

べ
き
事
は
や
っ
た
」
と
満
足
げ
に
語

っ
た
分
館
長
の
姿
が
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

と
て
も
嬉
し
く
力
が
わ
い
た
。

北
小
野
公
民
館
長
　
神 

戸
　
保
　

走
り
な
が
ら
考
え
る
！

作ったぞ !!
� 恵方巻

親子で作ろう！ 恵方巻教室
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公民館の３６５日

利用者３,３６７人

仲間と
一緒に

スマホの使い方を学習
多用な機能を学ぶ

人権問題を考えよう
地区でも分館でも

贈与・相続の勉強会
今からの準備が大切

地域の水について学習
たのめの水の源は

地域の歴史を学習
ふるさとの再発見

認知症について考えよう
今から予防を

訪問講座（地震災害）
いざという時の対応

たのめの歴史写真展
たのめの里の昔を知る

たのめの里
フォトコンテスト受賞

空き家をどう守るか 御柱ルーツを探る
波田から小野へ

地域課題を
パネルディスカッションで語る

運動で健康促進
筋力を付け元気で

体の柔軟性を向上
健康を維持するため

活力

学ぶ

健康

令和４年度も公民館で様々な出会いがあった。活動を通じて出来た絆や 学びの心を忘れないで、元気で楽しく過ごす日々を大切にしたい !

見守り隊
登下校は地域の方が

そば打ちで
地域のつながりづくりを

親子での恵方巻づくり
手作りの味が

今日も
！明日も

！
これか

らも！

集う

ぶどう狩りで英気を養う
ナイアガラおいしく

親子の交流活動 ステージ発表
中学校吹奏楽部

地域防災を考えよう
避難所体験も 北小野地区文化祭

図書館での工作教室
手作りの大切なもの

つながる
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北小野公民館の facebookページを開設しました。
是非ご覧ください。 QRコードからすぐにアクセス！→f

　

20
代
の
頃
ふ
と
出
会
っ
た
、
木
製
の
笛
か
ら
出
る
奥

深
い
響
き
に
魅
了
さ
れ
た
事
が
、
リ
コ
ー
ダ
ー
と
の
出

会
い
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
木
製
リ
コ
ー
ダ
ー
に
取
り

つ
か
れ
、
憧
れ
る
中
で
、
あ
る
日
勤
め
に
出
始
め
た
お

ふ
く
ろ
さ
ん
か
ら
「
好
き
な
リ
コ
ー
ダ
ー
で
も
買
っ
た

ら
」
と
お
金
を
渡
さ
れ
た
。
生
活
費
の
中
か
ら
の
貴
重

な
お
金
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
同
好
会
に
加
入
し

仲
間
と
の
練
習
の
日
々
が
続
き
、
リ
コ
ー
ダ
ー
は
人
生

に
と
っ
て
大
切
な
宝
物
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
地
域
の

仲
間
と
「
ク
ラ
イ
ン
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を

結
成
し
、
文
化
祭
な
ど
で
演
奏
す
る
機
会
も
多
い
。
最

近
で
は
小
学
校
の
休
み
時
間
に
、
子
供
た
ち
の
前
で
演

奏
を
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
か
ら
「
か
っ
こ
い
い
」「
き

れ
い
な
音
」な
ど
の
声
を
聞
く
と
嬉
し
く
な
る
と
言
う
。

50
年
前
の
出
会
い
で
の
感
動
、
そ
し
て
リ
コ
ー
ダ
ー
を

与
え
て
く
れ
た
「
母
親
の
愛
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
山
田

さ
ん
の
心
の
中
で
生
き
続
け
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

�

（
神
戸
）

音
の
魅
力
に
感
動
！

山田　富康さん（宮前）

　「出来る時に」「出来る人が」「出来る事を」が、
ボランティアのキャッチフレーズだ。決して無
理をせず「自分も楽しくなければ長続きはしな
い」活動する中で「新たに地域が見えてくる」「学
習の中で学ぶことも多い」そして、大勢の方々
から元気を頂く ! だからこそやりがいがある !

ボランティア活動も盛んだ！

両小野学園の学習を支援する地域ボランティアも多い


